
■購入方法
出版社の担当者にメールで次の内容を連絡してください。
　1　書名：ニセアカシアの生態学
　2　必要部数　　　
　3　注文者氏名
　4　送付先住所
　5　電話番号
　6　公費購入の場合必要書類と注意事項（日付ブランク，宛先など）
　申込先：文一総合出版　担当：菊地千尋
　　　　charlie@bun-ichi.co.jp
■価格，支払い方法
　著者割引価格は税込 3,192 円です（2割引）。
　このほかに送料 210 円（購入額 15,000 円まで一律）がかかります。
　購入額が 15,000 円を超える場合，同一箇所に一度に送る場合は送料無料です。
　代金は後払いです。本と一緒に請求書，郵便振替用紙が送られてきますので，振替用紙を利用して郵便局から振り込ん
でください。
■目　次

河川に沿って分布を拡大し，その旺盛な成長で在来
種を被圧するニセアカシア。日本に導入された後，
荒廃地緑化用に利用された歴史を持ち，現在でも養
蜂の蜜源植物として重要な位置を占めるこの有用な
外来生物を，これからどう扱うべきなのか? 生態学
的知見に基づき，現実的な管理・利用の途を探る。
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秋田県小坂町の明治百年通り。「日本のかおり風景百選」に選
ばれたこの通りは，6月にはニセアカシアの香りに包まれる。
芝居小屋「康楽館」は，小坂鉱山の煙害が激しくなった明治
43年，娯楽施設として建設された。その煙害により荒廃した
森林の植生回復のために，ニセアカシアは導入された。かつ
ては有用樹とされたきたこの樹木は，現在では在来種を被圧
する外来生物として，各地で大きな問題となっている。しかし
一方，養蜂の蜜源植物として，産業面での重要性も無視でき
ない存在である。ニセアカシアはなぜ問題になるのか，また
根絶や管理は可能なのか。生態学的知見を踏まえて考える。

c o v e r  p h o t o：田村浩喜
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森の芽生えの生態学
正木隆 編　
ISBN978-4-8299-1070-2
定価：3,360円（本体3,200円＋税）

ブナ林再生の応用生態学
寺澤和彦・小山浩正 編

ISBN978-4-8299-1071-9
定価：3,780円（本体3,600円＋税）

森林の生態学
長期大規模研究からみえるもの　
種生物学会 編　正木隆・田中浩・柴田銃江責任編集

ISBN978-4-8299-1066-5
定価：3,990円（本体3,800円＋税）

森の分子生態学
遺伝子が語る森林のすがた
種生物学会 編　西脇亜也・陶山佳久 責任編集

ISBN978-4-8299-2150-0
定価：3,780円（本体3,600円＋税）

世界遺産をシカが喰う シカと森の生態学
湯本貴和・松田裕之 編

ISBN978-4-8299-1190-7
定価：2,520円（本体2,400円＋税）

屋久島の森のすがた
「生命の島」の森林生態学
吉丸博志・金谷整一著

ISBN978-4-8299-0176-2
定価：2,625円（本体2,500円＋税）

植物群落モニタリングのすすめ
自然保護に活かす『植物群落レッドデータ・ブック』
日本自然保護協会 編集

大澤雅彦 監修

ISBN978-4-8299-1064-1
定価：4,410円（本体4,200円＋税）

景観生態学
生態学からの新しい景観理論とその応用
M. G. Turner, R. H. Gardner, R. V. O'Neill著

中越信和・原慶太郎監訳

ISBN978-4-8299-1062-7
定価：3,990円（本体3,800円＋税）

関連図書 （定価は2009年3月現在のものです）
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A5 判　336 ページ
ISBN978-4-8299-1073-3
定価 3,990 円（本体 3,800 ＋税 190 円）
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